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2019 年度ケーススタディ発表内容 

 
O-01 転倒を繰り返している術後患者が安全に離床を行うための取り組み  ～転倒転落リスク要因に対するアセスメント～  

O-02 脱臼リスクを理解した日常生活動作獲得にむけた介入  ～脱臼肢位を理解した自己導尿の体位の獲得～  

O-03 手術後の認知症高齢者の安全確保に向けた看護  ～身体拘束を最小限に留めるための工夫～  

O-04 手術後、不穏が予測される患者の看護 

O-05 終末期における心理的ケア  ～頻回なナースコールを通して気づいたこと～ 

O-06 膀胱癌と告知を受けた患者の治療継続に向けての精神的関わり 

O-07 2型糖尿病の合併症が発症している高齢患者の自己血糖測定・インスリン自己注射確立への看護 

O-08 脳梗塞患者への身体損傷予防に対する関わり 

O-09 重症下肢虚血により 2 度目の足指切断を行った患者へのフットケア  

O-10 患者の意思決定を看護職として支えるべく援助を行った事例 

O-11 在宅介護に対して不安がある長女へ行う退院指導  ～地域包括ケア病棟の強みを活かして～ 

O-12 多職種と連携し慢性疾患をもつ老年期患者への退院支援 

O-13 インスリン注射を使用している認知症患者の退院支援について  

O-14 肺がん患者の分子標的薬内服に伴う皮膚トラブルへの介入の実際とその評価 

O-15 癌性疼痛のある患者のＱＯＬを維持するための全人的ケアについて 

O-16 放射線治療の副作用症状の出現と病状の悪化による不安への介入 

O-17 透析導入期の患者へのセルフケア促進の支援  ～片麻痺がある患者の自宅でのシャント自己管理に向けて～ 

O-18 精神遅滞のある患者との関わり  ～胃切除術後の食事指導を通して～ 

O-19 乳がん患者に対してのリンパ浮腫指導を通して学んだこと 

O-20 初めての手術に対して不安を訴える患者の看護と振り返り  

O-21 不安を抱えた患者の手術看護  

O-22 シバリングを起こしてしまった事例の振り返り  

O-23 透析患者の腎臓リハビリテーションによる取り組み  

O-23 患者・家族のニーズを組み取った終末期看護 

O-23 化学療法後敗血症性ショックを発症した患者の看護 

O-23 初めての通院治療を受ける患者と家族への関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


